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第1894 回例会 

     

 
 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動
月
間 

令
和
５
年
６
月
８
日
（
木
） 

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

     

会
員
62
名 

出
席
計
算
数 59

名
中
50
名
出
席 

出
席
率

84
・
75
％ 

前
々
回
出
席
率

85
・
45
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
元
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

★
バ
ナ
ー
披
露 

★
尾
上
ク
ラ
ブ
戦
略
委
員
長 

・
会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て 

★
仲
林
親
睦
活
動
委
員
長 

・
最
終
夜
間
例
会
案
内 

★
ク
ラ
ブ
採
決
（
定
款
・
細
則
改
正
） 

★
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
奉
仕
の
理
想
」（
歌
唱
な
し
） 

  

ゲ
ス
ト 

01-

02
年
度 

受
入
青
少
年
交
換
学
生
・

釜
山
南
山
Ｒ
Ｃ 

 

張 
 

允
暢
さ
ん 

（
ジ
ャ
ン
・
ユ
ン
チ
ャ
ン
）

 
  

ビ
ジ
タ
ー 

東
京
紀
尾
井
町
Ｒ
Ｃ 

黒
岩 

麗
子
さ
ん 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

 

加
藤 

龍
雄
さ
ん 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

 

岡
崎 

達
也
さ
ん 

 

 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、

お
久
し
ぶ
り
で
す
！ 

釜
山
南
山
Ｒ
Ｃ 

張 
 

允
暢
さ
ん 

本
日
は
お
邪
魔
し
ま
す
。 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

加
藤 

龍
雄
さ
ん 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

岡
崎 

達
也
さ
ん 

元
交
換
学
生 

張
さ
ん
、東
京
紀
尾
井
町

Ｒ
Ｃ 

黒
岩
さ
ん
、
名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

加

藤
さ
ん
、岡
崎
さ
ん
、よ
う
こ
そ
大
須
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例
会
へ
お
い
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 

加
藤
已
千
彦 

吉
田 

憲
一
・
藤
田 

 

澈 

ク
ラ
ブ
40
周
年
事
業
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。 

 
 

 
 

 
 

 

尾
上 

 

昇 

吉
田 

隆
彦
・
横
井 

 

衞 

丹
下 

富
博
・
杉
本 

忠
夫 

仲
林 

宏
昌
・
松
岡 

 

毅 

元
留
学
生
張
允
暢
さ
ん
よ
う
こ
そ
。 

川
畑 

博
敬
・
深
谷 

昭
広 

鷲
津 

光
悦
・
西
脇 

良
輔 

勢
関
の
断
髪
式
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

鬼
頭 

茂
成 

尾
上
さ
ん
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
の
食
品

機
械
展
示
会
（F

O
O

M
A

）
を
紹
介
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
連
日
大
盛
況
で
す
。 

岡
村 
隆
德 

  

会
長
挨
拶 

 
 

会
長 

加
藤
已
千
彦 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。 

本
日
の
ゲ
ス
ト
は
、
01-

02
年
度
の

受
入
青
少
年
交
換
学
生
の
張
允
暢
（
ジ

ャ
ン
・
ユ
ン
チ
ャ
ン
）
さ
ん
で
す
。
張
さ

ん
に
は
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
挨
拶
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ビ
ジ
タ
ー
は
、

東
京
紀
尾
井
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

黒
岩
麗
子
さ
ん
で
す
。
続
き
ま
し
て
、

名
古
屋
栄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
加
藤

龍
雄
さ
ん
で
す
。
同
じ
く
名
古
屋
栄
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
岡
崎
達
也
さ
ん
で

す
。
よ
う
こ
そ
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
例
会
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
の
例
会
を
楽
し
ん

で
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

さ
て
、
本
日
６
月
８
日
は
「
世
界
海

洋
デ
ー
（W

o
rld

 O
c
e
a
n
s D

a
y

）」
で

す
。
世
界
海
洋
デ
ー
は
１
９
９
２
年
６

月
８
日
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
、

カ
ナ
ダ
が
提
案
し
た
も
の
で
、
非
公
式

に
実
施
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。 

２
０
０
８
年
12
月
５
日
の
国
連
総

会
に
て
、
６
月
８
日
が
「
世
界
海
洋
デ

ー
」
と
し
て
制
定
さ
れ
、２
０
０
９
年
に

は
国
際
連
合
が
「
国
際
デ
ー
」
と
し
て 

提
唱
し
、
海
に
つ
い
て
考
え
感
謝
を
す

る
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
世
界
海
洋
デ
ー
」
は
、毎
年
、世
界
の

海
洋
を
誇
り
と
し
、
水
族
館
に
飼
育
さ 

        

れ
て
い
る
海

洋
生
物
や
ペ

ッ
ト
に
で
き

る
海
洋
生
物

だ
け
で
な
く

魚
介
類
を
原

料
と
し
た
海

洋
製
品
な
ど

を
提
供
で
き

る
こ
と
を
祝 

う
機
会
で
あ
り
、
そ
の
固
有
の
価
値
に

感
謝
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。 

海
洋
は
国
際
貿
易
の
海
上
交
通
輸
送

路
で
も
あ
り
ま
す
。 

最
近
は
、
地
球
規
模
の
海
洋
汚
染
や

温
暖
化
に
よ
る
海
水
温
の
上
昇
、
海
水

の
酸
性
化
に
よ
る
自
然
破
壊
、
魚
の
過

剰
消
費
は
、
主
要
な
海
の
資
源
の
激
減

を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。 

 

オ
ー
シ
ャ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば

れ
る
取
り
組
み
は
、
ワ
ー
ル
ド
オ
ー
シ

ャ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
力
し
て
、
２

０
０
３
年
以
来
、
世
界
中
の
９
０
０
を

超
え
る
組
織
や
そ
の
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
「
世
界
海
洋
デ
ー
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
お
け
る
海
の
重
要
な
役

割
と
我
々
が
海
洋
資
源
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

よ
り
大
き
な
認
識
を
構
築
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。 

「
世
界
海
洋
デ
ー
」
は
、
新
し
い
考
え

方
と
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
動
と

関
与
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
未
来
の
保

護
に
直
接
関
与
す
る
機
会
を
提
供
し
て
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い
ま
す
。
海
岸
清
掃
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
映
画
祭
、

持
続
可
能
な
シ
ー
フ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
活
動
は
、
私
た
ち
の
生
活
が
海
に

ど
の
よ
う
に
依
存
し
て
い
る
か
を
啓
発

す
る
活
動
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

我
々
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ン
と
し
て
も
海

洋
資
源
の
保
護
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

る
取
り
組
み
を
、
本
日
の
「
世
界
海
洋

デ
ー
」
を
迎
え
る
に
あ
た
り
考
え
る
し

だ
い
で
あ
り
ま
す
。 

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

６
月
８
日 

「
世
界
海
洋
デ
ー 

（W
o

rld
 O

c
e
a

n
s
 D

a
y

）」 

  

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
40
周
年
記
念
事
業
発
表
」 

尾
上 

 

昇
さ
ん 

             

        

大
須
Ｒ
Ｃ
は
、
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
を
ス

ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
１
９
８
５
年

２
月
７
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
お
陰

様
で
２
０
２
３
～
２
０
２
４
年
度
に
創

立
40
周
年
の
記
念
の
年
を
迎
え
ま
す
。 

現
在
で
は
、
60
余
名
の
会
員
を
擁
し
、

会
員
の
親
睦
を
軸
に
、
こ
れ
ま
で
に
当

該
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
や
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
数
多
く
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。 

 

今
度
、
ク
ラ
ブ
の
創
立
40
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
実
行
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
次
に

示
す
記
念
事
業
を
企
画
立
案
致
し
ま
し

た
。
そ
の
記
念
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

こ
れ
迄
我
が
ク
ラ
ブ
が
様
々
な
型
で
実

施
し
て
き
て
い
ま
す
地
域
振
興
と
環
境

保
護
・
保
全
活
動
の
思
潮
を
基
軸
に
し

て
計
画
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

先
ず
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
事
業

と
し
て
は
、
大
須
の
街
々
の
更
な
る
発

展
と
振
興
を
図
る
こ
と
を
意
図
し
、「
俳

句
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。 

 

つ
づ
い
て
環
境
保
護
・
保
全
事
業
に

つ
い
て
は
、SD

G
s

の
目
標
14
の「
海

の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
現
在
大
き
な
社
会
問
題
に
ま
で
発

展
し
て
い
る
沖
縄
の
珊
瑚
礁
の
危
機
的

な
状
況
の
保
護
・
保
全
活
動
で
す
。
具

体
的
に
は
、
沖
縄
周
辺
の
海
の
珊
瑚
の

保
護
・
保
全
に
全
市
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
石
垣
市
の
活
動
へ
の
支
援
で

す
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
と
は
別
に
、

12
月
11
日
に
は
、
式
典
及
び
祝
賀
会

を
実
施
し
ま
す
。
式
典
及
び
祝
賀
会
に

は
、
ガ
バ
ナ
ー
を
初
め
と
し
て
名
古
屋

西
分
区
の
会
長
、
幹
事
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
す
。
更
に
は
、
ご
家
族
、
ご
友
人

に
も
お
声
掛
け
し
、
式
典
の
部
か
ら
参

加
し
て
も
ら
い
日
頃
の
大
須
Ｒ
Ｃ
の
活

動
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
く
機
会
と

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

参
加
者
と
し
て
、
我
が
ク
ラ
ブ
と
友
好

ク
ラ
ブ
提
携
の
締
結
を
し
て
い
ま
す
台

湾
の
桃
園
西
門
Ｒ
Ｃ
の
会
員
の
皆
さ
ん

の
出
席
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

祝
賀
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
エ
ン

タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
に
は
、
歌
手
の
加
藤
登

紀
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。尚
、

加
藤
登
紀
子
さ
ん
は
、
珊
瑚
の
保
護
・

保
全
に
強
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
て
、

現
在
石
垣
市
の
「
さ
ん
ご
大
使
」
を
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
も

今
回
の
加
藤
登
紀
子
さ
ん
の
出
演
は
、

大
変
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
言
え
ま

し
ょ
う
。 

 

こ
れ
ら
、
創
立
40
周
年
の
記
念
行
事

を
ク
ラ
ブ
の
全
会
員
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
得
ま
し
て
実
施
い
た
し
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
何
卆
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 

 

元
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

01-

02
年
度 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

張 
 

允
暢 

ジ
ャ
ン
・ 

 
 

ユ
ン
チ
ャ
ン  

Ｒ
Ｉ 

 
 

 
 

第
３
６
６
１
地
区 

釜
山
南
山
Ｒ
Ｃ 

・
韓
国   

 

バ
ナ
ー
披
露 

 
 

 
 

吉
田 

隆
彦 

・
浦
添
Ｒ
Ｃ 

／
第
２
５
８
０
地
区
（
沖
縄
県
） 

                

会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て 

ク
ラ
ブ
戦
略
委
員
長 

尾
上 

 

昇  

 
ク
ラ
ブ
採
決 

・
定
款
細
則
改
正 

議
長
（
会
長
）
加
藤
已
千
彦 

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
定

款
・
細
則
第
11
条（
会
員
選
挙
の
方
法
）

第
１
節
の
改
正
は
、
原
案
通
り
全
会 

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

６
月
22
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

最
終
夜
間
親
睦
例
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル  

４
Ｆ｢

雅
の
間｣  

受
付
18
時
00
分 

例
会
18
時
30
分 

６
月
29
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会 

７
月
６
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

次
年
度
会
長
・
幹
事
所
見 

次
年
度
会
長 

丹
下 

富
博
さ
ん  

次
年
度
幹
事 

大
上 

晃
延
さ
ん  

７
月
13
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

次
年
度
委
員
長
所
見 

ク
ラ
ブ
戦
略
委
員
長 

尾
上 

 

昇
さ
ん  

職
業
奉
仕
委
員
長 林 

 

順
治
さ
ん  

会
員
組
織
委
員
長 山

口 

正
孝
さ
ん  

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

木
村 

光
徳
・
近
藤
宏
一
郎 

荻
巣 

賢
二
・
藤
田 

 

澈 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


